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会
員
の
皆
様
へ
東
京
都
教
師
会
会
長
　
佐
藤
　
健
二

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
成
最
後
の
お
正
月
を
憲
な

く
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
復
刊
「
東
京
の
教
育
」
も
回
を
重
ね
、

昨
年
十
一
月
で
十
二
号
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

発
行
に
関
わ
る
費
用
は
以
前
の
繰
越
保
管
金
で
遣
り

繰
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
そ
の
保
管
金
も

底
を
突
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
度
新
た

に
会
費
を
徴
収
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た。
或
る
高
校
の
卒
業
式
に
あ
っ
た
こ
と
（
1
）

藤

　

井

　

独

　

和

昭
和
五
十
一
年
三
月
七
日
、
東
京
都
北
多
摩
地
区

の
或
る
都
立
高
校
で
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
そ
こ

に
到
る
ま
で
の
卒
業
生
　
（
三
年
生
）
　
生
徒
の
動
静
の

概
略
で
あ
る
。

昭
和
五
十
年
度
の
十
二
月
、
三
年
生
の
数
ク
ラ
ス

か
ら
生
徒
の
卒
業
準
備
委
員
会
に
要
求
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
卒
業
式
式
次
第
に
、
国
歌
（
君
が
代
）
斉

唱
を
入
れ
る
こ
と
。
式
場
に
国
旗
（
日
の
丸
）
を
掲

復
刊
第
十
三
号
　
　
東
京
都
教
師
会
発
行

（
事
務
局
）
横
浜
市
部
鉱
区
茅
ヶ
崎
南
四
ノ
十
四
ノ
一
ノ
三
一
〇

ま
た
発
行
回
数
も
、
今
ま
で
の
隔
月
か
ら
三
ケ
月

お
き
の
年
四
回
に
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

例
会
が
開
か
れ
な
い
現
在
、
唯
一
会
員
の
絆
と
な
っ

て
い
る
本
紙
の
継
続
に
、
寄
稿
も
含
め
て
、
今
後
と

も
宜
し
く
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
会
費
の
徴
収
は
銀
行
振
込
み
で
、
年
額
二

千
円
と
い
う
こ
と
で
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
座
は
、
佐
藤
健
二
名
義
で
、
み
ず
ほ
銀
行
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店
、
店
番
号
7
4
3
、
普
通
預
金

口
座
1
3
3
0
1
5
0
。
こ
の
口
座
は
、
私
が
東
京

都
教
師
会
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
開
設
し
た
も
の

で
、
現
在
の
残
金
は
、
一
万
五
二
三
円
で
す
。

揚
す
る
こ
と
。
「
賛
歌
」
　
を
卒
業
式
で
在
校
生
に
歌

っ
て
貰
ふ
こ
と
、
と
い
ふ
三
点
で
あ
る
。
こ
の
　
「
賛

歌
」
　
と
い
ふ
の
は
、
前
年
度
の
卒
業
式
で
こ
の
学
年

が
歌
っ
て
上
級
生
を
送
り
出
し
た
と
い
ふ
も
の
で
、

今
度
は
自
分
ら
も
歌
っ
て
送
り
出
し
て
ほ
し
い
と
い

ふ
こ
と
で
あ
ら
う
。

こ
の
要
求
を
重
視
し
た
委
員
会
は
、
学
年
の
全
生

徒
を
対
象
に
賛
否
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
歌

斉
唱
に
つ
い
て
は
賛
同
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
国

旗
掲
揚
に
つ
い
て
は
賛
成
百
五
十
九
、
反
対
百
四
十

四
、
棄
権
十
七
と
、
十
五
票
差
で
賛
成
が
多
数
と
な

っ
た
。
ま
た
　
「
賛
歌
」
　
に
つ
い
て
は
大
多
数
の
賛
成

を
得
ら
れ
た
。

委
員
会
は
、
こ
の
結
果
に
基
づ
き
会
場
内
の
国
旗

掲
揚
と
在
校
生
に
よ
る
　
「
賛
歌
」
合
唱
を
求
め
て
、

三
学
年
の
担
任
団
を
通
じ
て
学
校
側
に
申
し
入
れ

た。

翌
一
月
中
旬
、
学
校
側
の
職
員
会
議
は
こ
の
二
項

目
の
申
し
入
れ
を
多
数
意
見
と
し
て
否
決
、
そ
の
旨

を
生
徒
側
に
通
知
し
た
。
そ
の
二
日
後
、
生
徒
側
委

員
会
は
こ
れ
を
受
け
て
、
委
員
の
辞
任
、
委
員
会
の

解
散
を
決
定
し
た
。
生
徒
の
希
望
が
叶
へ
ら
れ
な
か

っ
た
引
責
と
い
ば
れ
て
ゐ
る
が
、
学
校
側
へ
の
抗
議

も
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。

職
員
会
議
が
否
決
し
た
の
は
、
国
撰
掲
揚
に
つ
い

て
は
、
式
場
内
で
は
前
例
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
と
、

棄
権
票
を
加
へ
る
と
反
対
票
の
方
が
上
ま
っ
て
ゐ
る

の
で
三
年
生
の
総
意
と
は
い
へ
な
い
と
い
ふ
理
由
で

あ
る
。
「
賛
歌
」
　
に
つ
い
て
は
、
学
年
末
の
大
事
な

時
期
に
一
、
二
年
生
に
負
担
を
か
け
て
は
い
け
な
い

と
い
ふ
も
の
の
他
、
前
年
実
施
し
た
と
き
当
年
度
限

り
だ
と
い
ふ
約
束
が
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
、
こ
こ

で
は
三
学
年
生
徒
に
は
前
年
度
以
来
全
く
知
ら
さ
れ

て
ゐ
な
か
っ
た
　
「
約
束
」
　
が
理
由
と
し
て
出
さ
れ
て

き
て
ゐ
る
。

委
員
会
の
解
散
後
、
数
名
の
生
徒
が
学
校
側
に
抗

議
し
て
　
「
卒
業
式
正
常
化
有
志
の
会
」
　
を
結
成
、
署

名
活
動
や
抗
議
び
ら
の
配
布
を
行
っ
た
。
内
容
は
、

職
員
会
議
の
否
決
理
由
の
明
示
説
明
と
再
審
議
を
要

求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て

学
校
側
は
校
内
放
送
を
用
ゐ
て
反
論
す
る
な
ど
を

し
、
一
月
三
十
一
日
に
は
、
生
徒
側
が
つ
い
に
こ
れ
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以
上
の
混
乱
は
望
ま
な
い
と
い
ふ
決
断
を
し
た
こ
と

で
、
生
徒
側
に
理
解
を
示
し
実
現
に
努
力
を
し
た
三

学
年
担
任
団
に
感
謝
し
っ
つ
行
動
を
中
止
し
た
。
実

は
翌
二
月
一
日
よ
り
受
験
前
の
三
学
年
自
宅
学
習
期

間
に
入
り
、
三
年
生
の
一
般
生
徒
の
登
校
が
な
く
な

る
の
で
活
動
で
き
な
く
な
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
っ
た

た
め
で
、
い
は
ば
学
校
側
が
時
間
稼
ぎ
に
成
功
し
た

と
い
ふ
形
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
出
来
事
は
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
（
現
産

経
新
聞
）
　
が
三
月
七
日
の
同
校
卒
業
式
当
日
の
朝
刊

社
会
面
で
大
き
く
取
り
上
げ
て
報
道
し
、
世
嗣
に
知

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
記
事
は
国
旗
掲
揚
の
こ
と

が
中
心
で
、
生
徒
側
学
校
側
の
双
方
に
取
材
を
し
て

ゐる。高
校
卒
業
式
の
そ
れ
ま
で
の
動
向
は
、
昭
和
四
十

五
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
　
（
安
保
条
約
）
　
改
定
の

際
の
世
の
中
の
動
き
に
始
ま
る
。
安
保
条
約
に
反
対

す
る
勢
力
が
過
激
化
し
て
ゆ
き
、
各
地
で
騒
動
を
起

こ
し
た
。
学
校
関
係
で
言
へ
ば
、
昭
和
三
十
五
年
の

時
の
反
安
保
行
動
が
ぶ
り
返
し
、
「
学
生
運
動
」
　
が

激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
主
導

し
た
の
は
、
隠
然
と
裏
で
操
っ
て
ゐ
た
勢
力
と
そ
れ

に
操
ら
れ
た
、
「
全
学
連
」
　
「
全
共
闘
」
　
と
呼
ば
れ
た

組
織
で
あ
る
。
こ
の
連
中
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
細
か

な
派
閥
に
分
か
れ
て
互
ひ
に
内
部
抗
争
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
全
体
と
し
て
世
の
中
に
反
抗
す
る
と
い
ふ

動
き
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
各
地
の
大
学
等
で
様
々

な
動
き
を
見
せ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う
い
ふ
派
閥

な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
所
謂
「
何

々
派
」
　
と
い
ふ
名
称
で
、
学
内
の
み
な
ら
ず
街
頭
で

も
暴
力
を
繰
り
返
す
集
団
と
し
て
と
ら
へ
ら
れ
、
そ

の
上
層
部
は
す
で
に
学
生
と
は
い
へ
ず
、
殆
ど
専
門

的
な
戦
闘
集
団
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
が
勢
力
拡
大
の
た
め
、
高
校
生
を
巻
き
込

み
始
め
た
。
所
謂
「
大
学
紛
争
」
　
が
高
校
生
に
ま
で

低
年
齢
化
し
　
「
高
校
紛
争
」
　
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
う
し
て
、
全
国
各
地
の
高
校
で
卒
業
式
の
妨
害
行

動
が
顕
在
化
し
た
。
大
阪
府
や
京
都
府
で
は
総
代
が

用
意
さ
れ
た
卒
業
生
答
辞
を
す
り
馨
へ
て
読
ん
だ

り
、
広
島
県
で
は
卒
業
証
書
を
壇
上
で
破
り
捨
て
た

り
な
ど
の
事
件
を
起
こ
し
、
そ
の
数
五
十
校
以
上
と

い
は
れ
る
。

東
京
都
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
、
二
十
三
区

西
部
の
都
立
高
校
で
、
卒
業
式
当
日
の
早
朝
、
数
十

名
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
覆
面
姿
の
集
団
が
角
材
を
持
っ
て

押
し
入
り
卒
業
式
式
場
に
乱
入
、
内
部
を
破
顔
し
た

上
校
長
室
に
立
て
こ
も
り
、
結
局
警
官
隊
が
出
動
し

六
人
を
逮
捕
し
て
制
圧
す
る
と
い
ふ
事
件
を
起
こ
し

た
。
し
か
し
こ
の
事
件
で
は
、
手
引
き
を
し
た
同
校

生
徒
は
ゐ
た
も
の
の
、
大
多
数
が
部
外
者
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
「
高
校
紛
争
」
　
が
ど
の
や
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

ま
た
、
翌
日
に
は
同
じ
く
二
十
三
区
中
央
部
の
都

立
高
校
で
、
卒
業
式
の
最
中
に
三
十
数
人
が
壇
上
を

占
拠
、
こ
れ
を
制
止
す
る
一
般
生
徒
と
乱
闘
と
な
っ

た
。
式
は
中
止
さ
れ
、
妨
害
者
や
そ
れ
に
雷
同
す
る

生
徒
と
そ
れ
を
支
へ
る
一
郭
の
教
員
が
　
「
自
主
卒
業

式
」
　
を
行
つ
た
と
い
ふ
。

こ
の
他
、
同
年
前
後
に
は
い
く
つ
も
の
同
様
の
事

件
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
「
荒
れ
る
卒
業
式
」
　
な
ど
と

郎
撥
さ
れ
る
に
到
っ
た
。

（
次
号
二
続
ク
）

（会員）

戦
前
の
中
学
国
語
の
教
科
書
を
読
む
（
八
）

［
次
の
文
革
は
、
前
回
に
引
き
続
き
八
波
則
吉

編
著
『
現
代
国
語
讃
本
　
巻
二
』
　
（
昭
和
十
年

版
）
　
か
ら
で
あ
る
。
漢
字
は
原
文
通
り
正
字
に

し
て
ゐ
る
が
、
ワ
ー
プ
ロ
で
正
字
が
出
な
い
も

の
は
、
今
の
書
体
に
し
て
あ
る
。
送
り
仮
名
は

原
文
通
り
、
読
み
仮
名
は
、
い
く
つ
か
新
た
に

加
へ
た
。
］

新

　

年

　

　

　

　

　

　

　

芳

賀

　

矢

一

暦
の
改
ま
る
と
共
に
人
は
一
歳
づ
つ
年
を
取
る
の

で
あ
る
が
、
寅
際
は
そ
の
度
に
生
れ
襲
っ
て
若
く
な

る
の
で
あ
る
。
新
し
い
年
を
迎
へ
る
に
は
新
し
い
希

望
を
以
て
す
る
の
で
、
今
年
こ
そ
は
と
奮
綾
す
る
か

ら
、
事
業
に
野
し
て
の
勇
気
も
生
ず
る
の
で
あ
る
。

過
去
を
顧
み
れ
ば
、
人
の
行
篤
に
は
歓
灘
も
あ
り
失

策
も
あ
る
。
そ
れ
を
何
時
ま
で
も
く
よ
く
し
て
ゐ

て
は
、
前
途
の
護
展
は
望
ま
れ
ぬ
。
過
去
は
水
に
流

し
て
、
行
手
に
光
明
を
求
め
る
の
が
慶
世
の
良
法
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
の
好
機
は
邸
ち
年
の
改
ま
る

日
で
あ
る
。

我
が
国
に
は
、
昔
か
ら
大
誠
と
い
ふ
祭
式
に
よ

っ
て
、
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
罪
を
一
掃
し
、
汚
れ
た
心

を
打
棄
て
て
復
活
す
る
と
い
ふ
風
習
が
あ
る
。
是
は

六
月
と
十
二
月
と
の
二
度
行
ば
れ
た
も
の
で
、
即
ち

我
が
国
民
は
、
一
年
に
二
回
づ
つ
心
身
共
に
新
に
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な
っ
て
、
復
活
来
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
蕨
の
式

は
今
で
も
行
ば
れ
て
ゐ
る
。
就
中
十
二
月
は
年
も

新
に
な
る
前
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
復
活
の
儀
式
が
盛

大
に
且
厳
格
に
行
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
我
等
は
新
年
を
連
へ
る
用
意
と
し
て
は
、

身
分
相
鷹
に
出
来
る
だ
け
一
切
の
物
を
新
に
し
清
く

し
て
、
形
の
上
に
も
こ
の
復
活
の
義
を
表
す
こ
と
に

努
め
る
の
で
あ
る
。
春
秋
に
富
む
紐
者
は
勿
論
、
還

暦
に
入
り
古
稀
に
達
す
る
老
人
で
も
、
そ
の
生
れ
馨

る
心
持
に
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

正
月
の
儀
式
は
太
古
の
質
素
・
胸
膜
の
楓
暗
紳
介

て
、
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
注
連
縄
、
交
譲
木

や
、
白
木
の
三
方
や
、
土
器
や
、
昔
な
が
ら
の
阻
先

以
来
の
風
を
継
承
し
て
、
毎
年
繰
返
し
て
行
く
と
こ

ろ
に
妙
味
が
あ
る
。
即
ち
年
々
生
れ
襲
る
と
同
時
に
、

年
々
昔
を
憶
ひ
出
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
租
先
か
ら

侍
は
つ
た
掛
物
を
掛
け
た
り
、
古
い
道
具
を
出
し
た

り
し
て
、
遠
い
昔
を
憶
ひ
出
す
の
で
あ
る
。

我
が
国
民
の
宗
家
と
仰
が
れ
た
ま
ふ
皇
室
に
於
て

は
、
我
等
が
一
家
に
於
て
家
の
租
先
を
経
る
と
同
様

に
、
新
年
に
は
四
方
舞
や
元
始
祭
を
行
は
せ
ら
れ
、

ま
た
内
外
臣
僚
を
召
さ
せ
給
ひ
て
詳
賓
を
受
け
さ
せ

ら
れ
、
御
宴
を
賜
ひ
な
ど
し
た
ま
ふ
。
こ
れ
を
恩
へ

は
、
我
等
は
今
の
世
な
が
ら
、
直
ち
に
太
古
纏
綿
妙

音
を
憶
ひ
起
さ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ぬ
。
余
は
、
橘
曙
覧

元
朝
や
紳
代
の
こ
と
も
思
は
る
1

と
同
一
の
思
想
で
あ
っ
て
、
日
本
人
の
心
に
は
、
元

旦
と
紳
代
と
は
離
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

（原注）

芳
賀
矢
一
種
井
市
の
人
。
国
文
畢
者
。
文
撃
博
士
。

昭
和
三
年
残
。
年
六
十
一
。

元
朝
や
　
荒
木
固
守
武
の
句
。
守
武
は
伊
勢
内
宮
の

祀
官
。
連
歌
輔
。
天
文
十
八
年
（
二
二
〇
九
）
残
。

年
七
十
七
。
（
編
集
者
注
）
　
二
二
〇
九
は
、
皇
紀
。

西
暦
一
五
四
九
年
。

（
編
集
者
注
）

橘
曙
覧
　
江
戸
末
期
の
歌
人
。
国
学
者
。
福
井
の
人
。

西
暦
一
八
六
八
年
没
。
五
十
七
歳
。

天
地
の
始
の
時
　
『
古
事
記
』
冒
頭
の
一
句
。
つ
ま

り
、
新
年
最
初
に
読
む
本
は
『
古
事
記
』
で
あ
り
、

新
年
を
迎
へ
る
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
天
地
の
始
め

の
時
を
週
へ
る
の
と
同
じ
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

の、

春
に
あ
け
て
ま
づ
見
る
書
も
天
地
の
始
の
時
と

讃
み
い
づ
る
か
な

と
い
ぶ
歌
を
早
く
か
ら
深
く
感
心
し
て
ゐ
た
。
こ
れ
、

か
の

謎
圏

蟄

千

割

劉

本
会
会
員
軍
閥
省
三
先
生
が
、
昨
年
平
成
三
十
年

十
二
月
三
日
、
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
九
十
歳
で

した。先
生
は
、
日
本
教
師
会
草
創
期
か
ら
の
会
員
で
あ

り
、
東
京
の
会
員
と
し
て
我
々
後
進
に
対
し
て
熱
心

に
御
指
導
し
て
下
さ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
の

で
す
が
、
さ
ら
に
教
鯛
会
か
ら
飛
び
出
し
て
、
大
き

な
足
跡
を
お
残
し
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
台
（
日

華
）
交
流
教
育
令
と
日
韓
教
育
文
化
協
議
会
の
設
立

に
、
名
越
二
荒
之
助
先
生
と
共
に
、
大
き
な
役
割
を

果
た
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ
の
国
際
交
流
教

育
令
は
、
特
に
事
務
局
を
担
当
さ
れ
た
軍
閥
先
生
の

御
尽
力
な
く
し
て
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
台
湾
、

韓
国
と
い
っ
た
日
本
と
歴
史
的
に
も
強
い
繋
が
り
の

あ
る
国
の
先
生
方
と
胸
襟
を
開
い
て
直
接
話
し
合
う

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
を
考
え
る
上
で
い
か
に

重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
身
を
以
て
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

画
面
1
割
「
抽
出

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
四
日
、
他
界
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
九
十
四
歳
。
叙
従
四
位
勲
三
等
瑞
宝
章
。

歴
史
学
。
皇
撃
館
大
学
元
学
長
。
同
大
学
名
誉
教
授
、

な
ど
様
々
な
経
歴
を
お
持
ち
で
す
。

先
生
は
長
年
会
長
と
し
て
日
本
教
節
会
を
支
え
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
教
師
会
は
そ
れ
ま
で
の
全
国

各
地
の
教
育
研
究
協
議
会
や
教
育
正
常
化
団
体
が
結

集
し
て
昭
和
三
十
八
年
二
月
に
繕
成
さ
れ
、
初
代
会

長
に
田
中
先
生
が
就
任
さ
れ
、
そ
れ
以
来
多
年
に
亘

り
日
本
教
師
会
の
発
展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
成
大
会
席
上
で
の
田
中
先
生
の
挨
拶
を

再
録
し
、
当
時
の
日
本
教
輌
会
の
様
子
や
先
生
を
偲

び
つ
つ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
日
本
教
師
会
の
発
足
に
当
つ
て
の
挨
拶
」

会
長
　
田
中
　
卓

昨
夜
来
の
雪
は
い
ま
も
降
り
し
き
っ
て
い
ま
す

が
、
寒
さ
を
つ
い
て
の
御
参
会
を
あ
つ
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
私
が
勤
務
地
の
伊
勢
を
た
ち

ま
す
時
、
は
す
梅
の
花
が
一
輪
二
輪
と
ほ
こ
ろ
び
は
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じ
め
て
い
ま
し
た
。
お
よ
そ
梅
の
花
は
、
き
び
し
い

寒
さ
に
た
え
、
春
に
さ
き
が
け
て
花
を
開
き
ま
す
の

で
、
古
来
、
百
花
の
魁
　
（
ク
ワ
イ
）
　
と
た
た
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
一
葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
私
ど
も
は
一
輪
の
梅
に
、
ま
た
天
下

の
春
を
知
る
の
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
日
本
教
師
会
も
、
き
び
し
い
苦
難
の
道
を
歩

み
つ
づ
け
て
、
い
ま
よ
う
や
く
、
他
に
さ
き
が
け
て

一
輪
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
花
こ
そ
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
結
成
大
会
こ
れ

は
、
恐
ら
く
、
戦
後
の
教
育
界
の
混
乱
に
重
大
な
反

省
を
求
め
、
教
育
の
正
常
化
に
決
定
的
な
礎
　
（
い
し

ず
）
　
え
を
お
く
こ
と
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。

戦
後
十
八
年
、
人
の
心
も
落
ち
つ
き
を
と
り
も
ど

し
、
敗
戦
の
精
神
的
痛
手
を
回
復
し
て
、
今
日
こ
の

日
を
迎
え
得
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ご
同
慶
の

い
た
り
で
あ
り
ま
す
が
、
多
年
こ
の
教
育
救
国
運
動

に
挺
身
せ
ら
れ
て
き
た
会
員
各
位
の
、
高
い
識
見
と

強
い
勇
気
に
、
心
よ
り
敬
意
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
私
ど
も
の
研
究
団
体
に
対
し
ま
し
て

は
、
従
来
、
一
つ
の
批
判
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

な
る
程
、
教
育
の
正
常
化
は
結
構
で
あ
り
研
究
活
動

は
必
要
で
あ
る
が
、
教
師
も
人
間
で
あ
り
、
霞
を
唸

っ
て
生
き
て
ゆ
け
な
い
で
は
な
い
か
、
生
活
面
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
も
と

よ
り
私
ど
も
も
　
「
衣
食
足
っ
て
礼
節
を
知
る
」
　
と
い

う
言
葉
を
知
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
今
後
は
、

こ
の
教
師
会
に
お
い
て
、
衣
食
も
足
る
べ
く
、
教
師

の
身
分
の
確
立
や
福
利
厚
生
面
に
つ
い
て
の
対
策
も

充
分
に
考
え
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
点

は
本
会
の
基
本
方
針
に
き
め
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ

り
、
教
師
会
の
特
色
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
同
時
に
考
え
ね
は
な
り
ま
せ
ん
こ
と
は
、

「
衣
食
足
る
」
　
の
は
何
の
た
め
か
。
い
う
ま
で
も
な

く
　
「
礼
節
を
知
」
　
ら
ん
が
た
め
で
あ
り
ま
す
。
目
的

は
礼
節
に
あ
り
、
衣
食
の
足
る
に
手
段
に
す
ぎ
な
い
。

礼
す
な
わ
ち
、
礼
儀
・
節
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

こ
そ
、
一
切
の
根
本
で
あ
り
ま
す
。
教
育
の
眼
目
は
、

人
間
と
し
て
い
か
に
生
き
、
い
か
に
歩
む
べ
き
か
と

い
う
人
間
の
道
、
道
徳
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
実

践
を
教
え
る
こ
と
に
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
私
ど
も
教

師
と
し
ま
し
て
は
、
自
ら
求
め
て
、
教
師
た
る
の
道
、

教
師
道
を
明
ら
か
に
し
実
践
し
て
、
国
民
の
期
待
に

応
え
た
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
教
師
会
が
、
福
祉
面

を
と
り
あ
げ
な
が
ら
も
、
教
育
研
究
団
体
の
旗
じ
る

し
を
高
く
か
か
げ
て
い
ま
す
の
は
、
こ
の
教
師
み
ず

か
ら
の
研
修
を
通
し
て
教
育
の
正
常
化
を
は
か
る
と

い
う
精
神
を
堅
持
す
る
が
故
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
私
ど
も
は
、
決
し
て
特
定
の
団
体
に
反
対
す

る
こ
と
を
主
張
と
し
て
結
成
さ
れ
た
集
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
と
よ
り
、
生
徒
を
教
え
る
教
師
で
あ
る

以
上
、
革
命
思
想
を
煽
動
す
る
よ
う
な
団
体
の
会
員

は
、
左
右
を
問
わ
ず
、
席
を
同
じ
う
し
て
語
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
本
会
に
入
会
の
条
件
と
し
て
、

革
命
思
想
団
体
に
加
入
す
る
も
の
は
、
色
メ
ガ
ネ
を

は
ず
し
て
か
ら
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
望
い
た
し

ま
す
。
し
か
し
、
私
ど
も
は
、
特
定
の
団
体
に
反
対

す
る
よ
り
も
、
自
ら
の
目
標
に
向
っ
て
前
進
す
る
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
太
陽
中
天
に
か
か
れ
ば
、

一
切
の
も
の
は
そ
の
影
を
浸
し
ま
す
。
今
日
は
夜
明

け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
影
も
長
く
尾
を
ひ
い
て
い
ま

す
が
、
形
に
お
び
え
ず
、
影
を
相
手
と
せ
す
、
太
陽

を
仰
い
で
自
ら
の
道
を
進
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
太
陽
中
天
に
か
か
る
時
こ
そ
、
日
本
教
師
会
の

花
が
、
実
を
結
ぶ
時
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
私
ど
も
に
課
せ
ら

れ
た
任
は
重
く
、
道
は
遠
い
の
で
あ
り
ま
す
。
温
い

友
情
と
き
び
し
い
切
磋
で
、
今
日
の
こ
の
初
一
念
を

つ
ら
ぬ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
各
位
の
御
協
力
と

ご
鞭
擢
を
お
願
い
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
文
学
博
士
）

（
昭
和
三
十
八
年
二
月
五
日
付
　
「
日
本
の
教
育
」

よ
り
、
記
事
原
文
の
ま
ま
）

お

願

い

「
東
京
の
教
育
」
　
へ
の
会
員
の
皆
様
の
ご
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

字
数
は
三
千
字
程
度
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
こ
れ
よ
り
長
い
も
の
は
数
次
に
分
け
て
掲

載
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

仮
名
遣
い
は
古
典
現
代
い
づ
れ
か
に
統
一
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
写
真
や
図
版
は
ご
相
談
く
だ
さ

い。

送
り
先
は
題
字
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー

ル
の
送
り
先
は
次
の
通
り
で
す
。

事
務
局
ア
ド
レ
ス
　
（
佐
藤
）
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